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●新年のご挨拶 …………………………………………２
●夕張市立診療所・介護老人保健施設夕張 
                                    次期指定管理者の指定……４
●夕張市財政再生計画の変更と補正予算の内容 ……５
●キラリ！～魅力ある高校づくりへの取り組み～…………６

希望を持って挑戦  笑顔輝く一年に
１２月４日、緑ヶ丘保育園で年末恒例のもちつき会が行われました。
楽しみにしていた園児たちは、ねじり鉢巻きにエプロン姿で準備万端、歌も歌って気合十分。
自分の番になると、みんなの「よいしょ！よいしょ！」の掛け声とともに、臼に入った餅に力強く

杵を振り下ろしました。
つきたてのお餅はあんこを包んでまずは一口。お昼には、お雑煮、きなこ餅、いそべ餅でいただ

きました。
みんなが心も体も元気いっぱいで、希望を持って積極的に挑戦して、笑顔が輝く一年になります

ように。
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夕
張
市
長  

鈴 

木 

直 

道

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
と
と

も
に
健
や
か
な
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
、

本
市
の
行
政
運
営
に
対
し
ま
し
て
特
段
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

昨
年
４
月
26
日
執
行
の
市
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
引
き
続
き
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
我
が
国
唯
一
の

財
政
再
生
団
体
の
首
長
と
し
て
、
初
と
な
る

２
期
目
を
む
か
え
、
そ
の
果
た
す
べ
き
責
任

の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
市
政
２
期
目
に
向
け
て
で
あ
り
ま

す
が
、
前
期
４
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

こ
れ
ま
で
「
課
題
先
進
地
」
と
言
わ
れ
た
夕

張
を
「
地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル
」
へ
と
、
ま

ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を

現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
、
日
々
努
力
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
２
期
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
夕
張
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
に
よ
る
元
気
創
造
へ
の
挑
戦
」
と

い
う
地
域
再
生
計
画
が
政
府
に
認
定
を
受
け

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
こ
の
計

画
を
実
施
、
実
行
し
て
い
く
期
間
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
４
本
柱
で
あ
る
「
住
宅
」、「
医

療
」、「
交
通
」、「
子
育
て
」
に
「
資
源
」
を

追
加
し
た
５
つ
の
政
策
を
「
次
世
代
に
つ
な

ぐ
持
続
可
能
な
ま
ち
へ
の
５
つ
の
挑
戦
」
と

位
置
づ
け
、
夕
張
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

「
住
宅
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
、
清
水

沢
宮
前
町
に
「
宮
前
泉
団
地
」
が
完
成
し
、

更
な
る
住
宅
再
編
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
拠
点
地
区
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
清
水
沢
地
区
に
つ
い
て
は
、
そ
の

土
地
利
用
に
つ
い
て
具
体
的
な
絵
を
描
い
て

い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

「
医
療
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旧
市
立
病
院

で
あ
る
市
立
診
療
所
が
平
成
29
年
３
月
で
現

在
の
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
が
終
了
い
た

し
ま
す
こ
と
か
ら
、
次
期
指
定
管
理
者
に
つ

い
て
選
定
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
12
月

に
次
期
指
定
管
理
者
が
決
定
し
、
高
齢
化
社

会
に
対
応
し
た
診
療
体
制
の
確
保
に
向
け
て

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
交
通
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
公
共
交

通
の
再
編
は
、
将
来
の
都
市
拠
点
整
備
と
密

接
に
関
連
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
、
重

要
な
位
置
付
け
で
あ
り
ま
す
。
拠
点
整
備
計

画
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
効
率
的
な
交
通

体
系
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
子
育
て
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
育
料
な

ど
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
と
あ
わ
せ
た
親
子
が

集
う
居
場
所
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

「
資
源
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
利

用
価
値
の
乏
し
い
「
炭
鉱
時
代
の
負
の
遺
産
」

と
み
な
さ
れ
て
い
た
「
ズ
リ
山
」
が
発
想
の

転
換
に
よ
り
、
ズ
リ
に
含
ま
れ
る
石
炭
が
発

電
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
「
売
れ
る
」
財
産
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

炭
層
メ
タ
ン
ガ
ス
（
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
開
発
に
つ

き
ま
し
て
は
、
都
市
整
備
を
進
め
て
い
く
地

区
に
は
豊
富
な
Ｃ
Ｂ
Ｍ
資
源
が
眠
っ
て
お
り
、

Ｃ
Ｂ
Ｍ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
よ
り
、

夕
張
メ
ロ
ン
生
産
者
や
地
元
企
業
へ
の
支
援
、

地
域
雇
用
の
拡
大
に
資
す
る
べ
く
重
要
施
策

と
し
て
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま

ず
は
、
試
掘
を
行
う
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

財
政
破
綻
10
年
目
を
む
か
え
よ
う
と
す
る

今
、
財
政
破
綻
し
た
夕
張
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

か
ら
真
に
脱
却
し
、
目
に
見
え
る
形
で
再
生

を
加
速
す
る
た
め
本
市
の
先
頭
に
立
ち
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
今
後
と
も

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
希
望
あ

る
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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司

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。市

民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

夕
張
市
議
会
も
第
18
回
統
一
自
治
体
選
挙

を
経
て
、
新
た
な
構
成
に
よ
り
二
元
代
表
の

一
翼
を
担
う
役
割
と
、
地
域
経
営
を
担
う
責

任
を
念
頭
に
「
機
関
」
と
し
て
活
動
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
市
民
の
皆
様
に
は
格
別
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
本
市
の
歩
み
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
夕
張

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ
る
元
気
創
造

へ
の
挑
戦
」
が
国
の
地
域
再
生
計
画
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
湛
水
面
積
全
国
第
二

位
と
な
る
夕
張
シ
ュ
ー
パ
ロ
ダ
ム
の
供
用
開

始
、
内
閣
府
の
地
方
創
生
の
予
算
の
活
用
に

よ
る
薬
木
植
栽
事
業
の
開
始
、
夕
張
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
創
出
事
業
と
し
て
「
ズ
リ
」
の
採

取
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
夕
張
の
ま

ち
づ
く
り
は
着
実
に
進
め
ら
れ
、
未
来
へ
の

希
望
を
築
い
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

の
規
定
に
よ
り
策
定
が
求
め
ら
れ
た
「
夕
張

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
地
方
版
総
合
戦
略
」

の
策
定
作
業
も
始
ま
り
ま
し
た
。
本
市
に
と
っ

て
も
今
後
５
か
年
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的

方
向
、
具
体
的
な
施
策
を
早
々
に
ま
と
め
あ

げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

財
政
再
生
団
体
で
あ
る
本
市
と
し
て
は

様
々
な
困
難
や
課
題
に
直
面
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
こ
の
総
合
戦
略
の
策
定
を
通
じ
て
真

の
夕
張
再
生
の
道
の
り
を
よ
り
明
確
な
も
の

に
で
き
る
総
合
戦
略
を
作
り
上
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
本
年
は
、
本
市
が
財
政
再
建
団
体
に

移
行
し
て
か
ら
十
年
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の

間
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
計
画

通
り
再
生
振
替
特
例
債
の
償
還
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
財
政
再
生
団
体
と
し
て
厳

格
に
計
画
を
遂
行
し
て
い
く
こ
と
は
、
一
方

で
自
治
体
の
裁
量
を
発
揮
で
き
に
く
い
こ
と
、

市
民
の
皆
様
の
ご
要
望
に
即
座
に
対
応
で
き

る
状
況
で
は
な
い
こ
と
な
ど
、
本
来
の
地
方

自
治
、
す
な
わ
ち
市
民
の
皆
様
が
主
体
的
に

進
め
る
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
形
を
異
に
す
る

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
11
月
に
は
鈴
木
市
長
の
提
案
に
よ
る

「
夕
張
市
の
再
生
方
策
に
関
す
る
検
討
委
員

会
」
い
わ
ゆ
る
第
三
者
委
員
会
に
よ
る
財
政

再
建
・
再
生
両
計
画
期
間
の
検
証
も
始
め
ら

れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
財
政
の
再
生
は
も
と
よ
り
本

来
の
地
方
自
治
の
形
を
少
し
で
も
取
り
戻
す

方
策
、
地
域
の
再
生
に
向
け
た
道
筋
が
、
総

合
戦
略
と
と
も
に
、
検
証
か
ら
も
導
き
出
し

て
い
く
こ
と
も
ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
希
望

に
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

夕
張
市
議
会
は
、
財
政
再
生
団
体
の
議
会

と
し
て
、
ま
た
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む

本
市
に
あ
っ
て
も
、
市
民
の
皆
様
の
代
表
と

し
て
の
職
責
を
し
っ
か
り
と
担
い
、
本
年
も

全
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
積
極
果
敢
に
夕

張
再
生
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
こ
の
厳
し
い
状
況
下
で
あ
っ

て
も
、
本
来
の
自
治
の
形
を
回
復
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
特
に
、

市
民
の
皆
様
と
の
積
極
的
な
交
流
・
対
話
を

繰
り
返
す
中
か
ら
、
導
き
出
さ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
の
芽
を
、
し
っ
か
り
と
育
て
る
こ
と
に

も
議
会
の
力
を
傾
注
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
引
き
続
き
夕
張
市
議
会
基
本
条
例

を
、
よ
り
市
民
の
皆
様
に
活
用
し
て
頂
け
る

も
の
と
す
る
よ
う
、
ま
た
市
議
会
の
果
た
す

役
割
を
さ
ら
に
明
確
に
で
き
る
よ
う
、
条
例

内
容
・
議
会
運
営
等
に
つ
い
て
の
検
討
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
本
年
が
輝
か
し
い
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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指
定
管
理
者
制
度
と
は 

指
定
管
理
者
制
度
は
、
民
間
事
業
者
な
ど

の
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
活
用
し
、
利

用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
効
果
的
・
効
率
的

に
対
応
す
る
た
め
、
公
の
施
設
の
管
理
に
民

間
の
能
力
を
活
用
し
つ
つ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

市
立
診
療
所
は
、
平
成
19
年
度
に
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
、
現
在
の
指
定
管
理
者

に
よ
っ
て
19
床
の
市
立
診
療
所
と
入
所
定
員

40
人
の
介
護
老
人
保
健
施
設
の
管
理
・
運
営

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 　

次
期
指
定
管
理
者
の
募
集

現
在
の
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
は
、
平

成
29
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
の
指
定
管

理
者
を
募
集
す
る
に
あ
た
り
、

①
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
総
合
的
な
診
療
（
内

科
・
総
合
診
療
科
）
を
基
本
と
し
、
整
形
外

科
な
ど
の
専
門
医
療
体
制
を
充
実
。
診
療
体

制
の
充
実
に
向
け
社
会
医
療
法
人
制
度
を
活

用
。

②
初
期
救
急
医
療
の
中
心
的
役
割
を
担
う
。

③
在
宅
医
療
を
実
施
。

④
市
内
医
療
機
関
と
連
携
し
た
市
民
の
健
康

増
進
を
図
る
取
り
組
み
を
実
施
。

な
ど
、
平
成
26
年
２
月
の
「
夕
張
市
医
療
保

健
対
策
協
議
会
」
答
申
を
踏
ま
え
た
募
集
要

項
な
ど
に
よ
り
、
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら

30
日
ま
で
、
医
業
と
介
護
老
人
保
健
施
設
の

実
績
を
有
す
る
法
人
並
び
に
公
的
医
療
機
関

を
対
象
に
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
の
選
定
に
つ
い
て

募
集
期
間
中
に
、
１
団
体
か
ら
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

市
で
は
、
夕
張
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
施
行

規
則
に
基
づ
き
、
夕
張
市
立
診
療
所
等
指
定

管
理
者
選
定
委
員
会
（
委
員
長 

澤
田
宏
一
夕

張
商
工
会
議
所
会
頭
）
を
設
置
し
、
応
募
団

体
か
ら
提
出
さ
れ
た
事
業
計
画
な
ど
の
書
類

と
企
画
提
案
説
明
、
さ
ら
に
は
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
も
と
に
審
査
を
行
い
、
指
定
管
理
者
候
補

者
を
選
定
し
ま
し
た

　

応
募
団
体
の
計
画
な
ど
（
抜
粋
）

運
営
方
針

◆
「
夕
張
市
民
の
健
康
と
命
を
守
る
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
指
定
管
理
者
と
し
て
「
市
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
と
介
護
の
一
体

的
且
つ
継
続
的
な
連
携
」
に
取
り
組
む
。　

市
立
診
療
所

◆
総
合
診
療
体
制
の
充
実
と
専
門
外
来
診
療

の
提
供
【
整
形
外
科
（
週
２
回
）、
循
環
器
内

科
（
隔
週
１
回
）、婦
人
科
（
週
１
回
）、歯
科
】

◆
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
専
門
診
療
の
拡
充

◆
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実

◆
医
師
会
と
連
携
し
、
公
的
医
療
機
関
と
し

て
初
期
救
急
に
積
極
的
に
対
応
（
３
６
５
日

24
時
間
）

◆
２
次
医
療
圏
の
救
急
医
療
機
関
と
の
連
携

◆
市
内
医
療
機
関
、
訪
問
診
療
・
看
護
と
連

携
し
た
入
院
受
入
の
円
滑
化

◆
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
入
院
病
床
機
能
の
活
用

◆
市
内
医
療
機
関
と
連
携
し
た
在
宅
療
養
の

支
援

◆
市
民
参
加
型
の
健
康
予
防
教
室
な
ど
の
啓

蒙
活
動
の
実
践

◆
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
へ
の
積
極

的
支
援

介
護
老
人
保
健
施
設
夕
張

◆
市
内
外
医
療
機
関
と
連
携
し
た
入
所
者
の

受
け
入
れ

◆
日
常
生
活
を
通
じ
た
生
活
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

◆
短
期
入
所
療
養
介
護
の
実
施

◆
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

主
な
職
員
の
配
置

◆
常
勤
医
師
３
人
（
う
ち
１
人
は
老
健
管
理

者
）

◆
理
学
療
法
士
、
放
射
線
技
師
の
常
勤
配
置
、

看
護
職
、
看
護
補
助
者
、
介
護
職
の
充
実

設
備
投
資

◆
画
像
診
断
機
器
（
Ｃ
Ｔ
）
と
遠
隔
画
像
診

断
支
援
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
）
の
導
入

◆
診
療
所
外
来
、
療
養
室
の
環
境
整
備

　

豊
生
会
の
紹
介

札
幌
市
東
区
で
「
地
域
に
根
ざ
し
た
豊
か

な
医
療
と
福
祉
を
創
造
す
る
」
を
基
本
理
念

に
東
苗
穂
病
院
（
１
６
１
床
）
を
母
体
と
し

て
４
カ
所
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
介
護
老
人
保
健

施
設
（
定
員
90
人
）
の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
通
所
介
護
な
ど
の
介
護
保
険
事
業
所
を

運
営
。

問
合
せ
先　

市
保
健
福
祉
課 

☎
52
―
３
１
０
６

夕
張
市
立
診
療
所
と
介
護
老
人
保
健
施
設
夕
張
の
平
成
29
年
度
か
ら
の
指
定
管

理
者
と
し
て
札
幌
市
の
医
療
法
人
社
団
豊
生
会
（
星
野
豊
理
事
長
）
が
、
12
月
17

日
の
市
議
会
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
指
定
期
間
は
、
平
成

29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
39
年
３
月
31
日
ま
で
の
10
年
間
で
す
。

今
後
、
平
成
29
年
度
の
指
定
管
理
業
務
開
始
に
向
け
、
指
定
管
理
者
と
夕
張
の

医
療
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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総
務
大
臣
あ
て
に
協
議
を
行
っ
た
「
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更
〈
平
成
27
年
度

第
４
次
（
12
月
）〉」
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
計
画
変
更
に
よ
る
財
政
再
生
計
画
期
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
意
が
得
ら
れ
た
変
更
の
主
な
内
容
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
再
生
計
画
の
変
更
内
容

歳　

入

◇
生
活
扶
助
等
給
付
費
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
、
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
改
修
、
障

害
者
移
動
介
護
委
託
、
臨
時
福
祉
給
付
金
給

付
事
業
に
対
し
て
見
込
ま
れ
る
国
道
支
出
金

の
増

計
画
変
更
額　

７
１
、９
８
６
千
円

◇
奨
学
基
金
、
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基

金
、
子
ど
も
・
文
化
振
興
基
金
を
運
用
し
た

こ
と
に
よ
る
財
産
収
入
の
増

計
画
変
更
額　

８
２
千
円

◇
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」
に
積

み
立
て
る
た
め
の
指
定
寄
付
金
収
入
の
増

計
画
変
更
額　

６
、０
２
４
千
円

◇
特
定
団
体
へ
の
寄
付
を
実
施
す
る
た
め
の

「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」
か
ら
の
繰

入
金
の
増

計
画
変
更
額　

６
、０
２
４
千
円

◇
平
成
26
年
度
決
算
に
お
い
て
、
剰
余
金

６
７
６
、２
３
０
千
円
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る

繰
越
金
の
増

計
画
変
更
額　

６
７
６
、２
２
９
千
円

歳　

出

◆
市
有
地
に
存
在
す
る
樹
木
が
、
今
後
積
雪
や

強
風
で
民
家
に
被
害
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
あ
る

た
め
、
伐
採
の
上
除
去
す
る
た
め
の
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

１
５
３
千
円

◆
平
成
26
年
度
決
算
剰
余
金
に
つ
い
て
、
今
回

の
補
正
分
の
一
般
財
源
を
控
除
し
た
額
を
財

政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
る
た
め
の
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

６
５
１
、３
８
３
千
円

◆
奨
学
基
金
、
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
、

子
ど
も
・
文
化
振
興
基
金
を
運
用
し
た
こ
と

に
よ
り
生
じ
た
利
子
に
係
る
積
立
金
の
増

計
画
変
更
額　

８
２
千
円

◆
指
定
寄
付
金
を
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ

チ
基
金
」
へ
積
み
立
て
る
た
め
の
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

６
、０
２
４
千
円

◆
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」
か
ら

の
繰
入
を
活
用
し
、
指
定
寄
付
に
基
づ
き
、

特
定
団
体
へ
の
助
成
を
実
施
す
る
た
め
の
経

費
の
増
（「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」

か
ら
の
繰
入
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　

６
、０
２
４
千
円

◆
社
会
保
障
・
税
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
制

度
導
入
に
伴
う
既
存
住
基
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
に
要
す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

７
０
８
千
円

◆
公
職
選
挙
法
な
ど
の
一
部
改
正
に
よ
り
選

挙
権
の
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
と
期
日
前

投
票
シ
ス
テ
ム
改
修
を
実
施
す
る
た
め
の
経

費
（
国
庫
支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　

１
、０
０
２
千
円

◆
住
民
税
確
定
に
よ
る
非
課
税
者
な
ど
を
抽

出
し
た
結
果
、
支
給
対
象
者
数
が
当
初
見
込

み
を
上
回
る
こ
と
に
伴
う
臨
時
福
祉
給
付
金

給
付
事
業
に
要
す
る
経
費
の
増
（
国
庫
支
出

金
を
充
当
）計

画
変
更
額　

１
、７
５
８
千
円

◆
通
所
サ
ー
ビ
ス
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利

用
者
数
と
利
用
時
間
の
増
な
ど
に
伴
う
障
害

者
移
動
介
護
委
託
料
の
増
（
国
庫
支
出
金
と

道
支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　

３
４
５
千
円

◆
報
酬
単
価
の
改
定
や
新
規
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
入
居
者
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
数
の

増
な
ど
に
伴
う
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

の
増
（
国
庫
支
出
金
と
道
支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　

８
２
、５
４
６
千
円

◆
緊
急
入
院
、
心
臓
疾
患
な
ど
高
額
な
手
術

に
よ
る
医
療
扶
助
費
の
増
な
ど
に
よ
る
生
活

扶
助
等
給
付
費
の
増
（
国
庫
支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　

１
０
、３
２
０
千
円

予
算
の
補
正
を
行
っ
た
会
計
と
補
正

予
算
額

平
成
27
年
12
月
に
総
務
大
臣
の
同
意
が
得

ら
れ
た
「
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更
」

に
基
づ
き
、
一
般
会
計
の
予
算
の
補
正
を
行

う
と
と
も
に
、
次
の
会
計
の
事
業
費
の
予
算

の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

問
合
せ
先　

　

市
財
政
係 

☎
52
―
３
１
２
２

会　　計　　名

一 　 般 　 会 　 計

国民健康保険事業会計

介 護 保 険 事 業 会 計

補正後予算額

１１,１８８,９１２

１,９０９,２２７

１,７０１,９２４

12月の補正予算額

７６０,３４５

３７,９０３

２８,０５３

補正前の予算額

１０,４２８,５６７

１,８７１,３２４

１,６７３,８７１

（単位：千円）

◆他の特別会計の主な補正の内容をお知らせします。
【国民健康保険事業会計】
療養給付費等国庫負担金、特定健康診査等国庫負担金、道費負担金の各精算に伴う返還金の増
【介護保険事業会計】
認知症高齢者グループホームの整備を図るための補助金の増（道支出金を充当）
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夕
張
市
の
死
因
の
第
１
位
で
あ
る
が
ん
の
死

亡
者
数
は
、
高
齢
化
に
伴
い
、
今
後
も
増
加
す

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
が
ん
の
特
徴

が
ん
は
、
人
体
の
遺
伝
子
に
突
然
変
異
が
起

こ
り
、
無
限
に
細
胞
分
裂
を
繰
り
返
し
増
殖
し

て
い
き
ま
す
。

検
査
で
が
ん
細
胞
が
発
見
で
き
る
最
小
の
大

き
さ
は
１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
大
で
、
一
つ
の
が
ん

細
胞
が
細
胞
分
裂
を
繰
り
返
し
10
年
か
ら
15
年

か
け
て
こ
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

が
ん
の
特
徴
は
、
他
の
臓
器
に
し
み
込
む
よ

う
に
広
が
る
浸
潤
と
転
移
を
す
る
こ
と
で
す
。

◆
が
ん
の
発
症
予
防

が
ん
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因
に
は
、
が
ん

に
関
連
す
る
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
へ
の
感
染
（
Ｂ

型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
と
肝
臓
が
ん
、
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
と
子
宮
頸
が
ん
、
ヘ
リ

コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
と
胃
が
ん
な
ど
）
と
、

喫
煙
（
受
動
喫
煙
を
含
む
）、
過
剰
飲
酒
、
運

動
不
足
、
肥
満
・
や
せ
、
野
菜
・
果
物
不
足
、

塩
分
の
過
剰
摂
取
な
ど
の
生
活
習
慣
に
関
連
す

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、

が
ん
の
要
因
の
68
％
は
生
活
習
慣
に
関
係
す
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
（
表
参
照
）、
日

常
生
活
の
見
直
し
が
、
が
ん
の
予
防
に
は
有
効

と
言
え
ま
す
。

◆
が
ん
の
早
期
発
見

生
涯
を
通
じ
て
考
え
た
場
合
、
２
人
に
１
人

は
一
生
の
う
ち
に
何
ら
か
の
が
ん
に
罹
患
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
進
行
が
ん
の
罹
患
率
を
減

少
さ
せ
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
を
防
ぐ
た
め
に
重

要
な
の
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
で
す
。

早
期
と
は
、
腫
瘍
の
大
き
さ
や
転
移
の
有
無

な
ど
の
が
ん
の
進
行
度
が
、
が
ん
が
治
る
か
治

ら
な
い
か
の
境
界
線
で
、
５
年
生
存
率
が
８
割

か
ら
９
割
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

早
期
発
見
す
る
た
め
に
は
、
自
覚
症
状
が
な

く
て
も
定
期
的
に
有
効
な
が
ん
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
有
効
性
が
確
立
し
て
い
る

検
診
は
、
胃
・
肺
・
大
腸
・
乳
・
子
宮
頸
部
の

が
ん
検
診
で
す
。

次
回
は
、
夕
張
市
の
が
ん
の
現
状
（
死
亡
率

や
検
診
受
診
率
）
と
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

掲
載
し
ま
す
。

保
健
師　

辻　

弓
香
子

健
康
ゆ
う
ば
り
21
「
が
ん
予
防
」に
つ
い
て
①

〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

キ
ラ
リ
！

ユ
ー
パ
ロ
幼
稚
園
で
運
動
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
28
日

夕
張
高
校
３
年
生
の
科
目
「
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
」
を
選
択
履
修
す
る
17
人
の
高
校
生
が
ユ
ー

パ
ロ
幼
稚
園
を
訪
問
し
、
運
動
能
力
の
指
導

を
行
い
ま
し
た
。

高
校
生
は
、
園
児
の
運
動
能
力
を
向
上
さ

せ
る
よ
う
、
や
さ
し
く
接
し
た
り
、
触
れ
合

い
な
が
ら
「
遊
び
」
か
ら
園
児
に
気
付
か
せ

る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

床
の
大
き
な
円
を
活
用
し
て
の
鬼
ご
っ
こ

か
ら
走
り
方
を
、
マ
ッ
ト
を
使
っ
て
前
転
の

方
法
や
ボ
ー
ル
を
遠
く
に
投
げ
る
た
め
の
足

の
出
し
方
な
ど
を
楽
し
く
指
導
し
ま
し
た
。

最
後
に
全
員
の
集
合
写
真
を
と
り
、
高
校

生
と
園
児
の
交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。

ナ
ル
ニ
ハ
説
明
会　

11
月
12
日

職
業
を
選
択
す
る
た
め
の
知
識
や
、
働
く

た
め
に
必
要
な
能
力
・
資
格
・
適
性
を
理
解

知
る
た
め
、
１
、２
年
生
73
人
を
対
象
に
ナ
ル

二
ハ
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
学
・
専
門
学
校
か
ら
専
門
家
を
招
き
、

自
動
車
、
建
築
、
動
物
、
音
楽
、
介
護
、
医
療
、

調
理
、
製
菓
、
情
報
、
声
優
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
、音
楽
、幼
児
教
育
な
ど
13
分
野
に
別
れ
、

生
徒
は
２
コ
ー
ス
を
選
択
し
、
職
業
に
つ
い

て
の
説
明
を
う
け
、
実
際
に
職
業
を
体
験
。

調
理
・
製
菓
分
野
で
は
、
調
理
師
資
格
や

飲
食
業
の
勤
務
時
間
な
ど
の
説
明
後
、
オ
ム

レ
ツ
を
調
理
し
プ
ロ
の
技
を
体
験
し
ま
し
た
。

自
動
車
分
野
で
は
、
今
後
の
自
動
車
整
備

士
の
需
要
の
多
さ
と
高
度
な
技
術
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
説
明
後
、
エ
ン
ジ
ン
の
整
備
を
体
験
。

動
物
分
野
で
は
、
ト
リ
マ
ー
と
動
物
看
護

士
の
違
い
な
ど
の
説
明
後
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を

使
っ
て
ト
リ
ミ
ン
グ
を
体
験
。

就
職
に
つ
い
て
は
、「
高
校
生
進
学
支
援
の

会
」
か
ら
企
業
が
求
め
る
人
材
に
つ
い
て
、

デ
ー
タ
か
ら
具
体
的
に
説
明
さ
れ
、
就
職
試

験
で
面
接
官
が
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る

か
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
徒
は
、
自
分
で
進
路
目
標
を
決
め
る
参
考

と
し
、
進
路
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
毎
日

の
学
校
生
活
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
か
、
具

体
的
な
行
動
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
１
１
０
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夕
張
市
健
康
増
進
計
画
「
健
康

ゆ
う
ば
り
21
」
策
定

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
を

目
的
と
し
て
夕
張
市
健
康
増
進
計

画
「
健
康
ゆ
う
ば
り
21
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

先
に
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
は
、
特
に
意
見
な
ど
が

な
か
っ
た
た
め
、
原
案
ど
お
り
の

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
へ
の
意
識
を
高
め
る
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
に
、
広
報
ゆ
う

ば
り
２
月
号
に
概
要
版
を
折
込
み

し
ま
す
。

閲
覧
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

保
健
福
祉
課
保
健
係
窓
口

問
合
せ
先　市保

健
係 

☎
52
―
３
１
０
６

除
雪
機
を
貸
し
出
し
ま
す

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活

用
し
て
購
入
し
た
除
雪
機
を
、
次

の
と
お
り
貸
し
出
し
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
出
対
象　

町
内
会
組
織
や
除
雪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

貸
出
期
間　

貸
出
日
、
返
却
日
を
含

め
て
７
日
以
内

除
雪
機
設
置
場
所　

市
役
所
本
庁

舎
、
老
人
福
祉
会
館
、
南
支
所
、

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

注
意
事
項　

①
申
込
み
は
、
環
境
生

活
係
ま
た
は
各
除
雪
機
設
置
場
所

の
担
当
に
、
備
え
付
け
の
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
②
使
用

場
所
ま
で
の
移
送
と
返
却
は
、
借

受
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
③
除

雪
機
の
燃
料
は
、
借
受
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

貸
出
開
始
日　

１
月
６
日

問
合
せ
先  

市
環
境
生
活
係 

☎
52
―
３
１
０
８

雪
に
よ
る
被
害
防
止
に
つ
い
て

道
内
で
は
、
近
年
急
速
に
発
達

し
た
低
気
圧
の
影
響
に
よ
り
、
吹

雪
の
発
生
頻
度
が
低
い
地
域
で
も

暴
風
雪
な
ど
に
よ
る
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
除
雪
作
業
な
ど
に
よ
る

死
傷
事
故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
「
自

助
」
の
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
本
格
的
な
降
雪
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

外
出
す
る
と
き
の
注
意
点

◆
気
象
情
報
に
注
意
し
、
暴
風
雪

が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
外
出
を

避
け
る
こ
と
も
考
慮
す
る
。

◆
車
が
雪
の
中
に
埋
ま
っ
た
と
き

は
、
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
。

※
車
の
マ
フ
ラ
ー
が
雪
に
埋
ま
る

と
排
気
ガ
ス
が
車
内
に
逆
流
し
、

一
酸
化
炭
素
中
毒
を
起
こ
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
防
寒
な
ど
で
や
む

を
得
ず
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
と
き

は
窓
を
開
け
て
換
気
し
、
こ
ま
め

に
マ
フ
ラ
ー
ま
わ
り
を
除
雪
す
る
。

◆
屋
根
の
下
を
通
る
場
合
は
、
雪
庇

や
つ
ら
ら
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
を
行
う
と
き
の
注
意
点

◆
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る
と
き

は
、
出
来
る
限
り
複
数
で
行
い
、
落

下
防
止
の
命
綱
を
着
用
す
る
。
梯

子
を
使
用
す
る
場
合
は
、
ロ
ー
プ

な
ど
で
固
定
す
る
な
ど
事
故
の
な

い
よ
う
に
注
意
す
る
。

◆
除
雪
機
を
使
用
す
る
と
き
は
、

機
械
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
な

服
装
で
行
い
、
機
械
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
た
と
き
は
、
必
ず
エ
ン
ジ

ン
を
停
止
す
る
。

◆
通
行
人
や
車
両
な
ど
に
注
意
し
、

周
囲
を
し
っ
か
り
確
認
す
る
。

◆
道
路
へ
の
雪
出
し
は
、
交
通
事

故
な
ど
の
原
因
と
な
り
大
変
危
険

な
の
で
行
わ
な
い
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部 

☎
53
―
４
１
２
１

市
営
・
道
営
住
宅
入
居
者
の
皆

さ
ん
へ

最
近
、
建
物
内
で
動
物
の
臭
気
が

漂
っ
て
い
る
、
建
物
敷
地
内
で
動

物
の
排
せ
つ
物
が
転
が
っ
て
い
る
、

野
良
犬
や
猫
に
餌
付
け
を
し
て
い

る
な
ど
、
犬
や
猫
に
関
す
る
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
営
・
道
営
住
宅
で
は
、
ペ
ッ
ト

を
飼
う
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
が
生
活
し
て
い

る
市
営
・
道
営
住
宅
で
は
、
ア
レ

ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
方
や
小
さ

い
子
ど
も
、
ど
う
し
て
も
ペ
ッ
ト

が
苦
手
な
方
な
ど
も
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
で
、
臭
い
、

鳴
き
声
、
フ
ン
な
ど
に
よ
り
近
隣
の

方
に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

共
同
生
活
の
中
で
の
ル
ー
ル
を

守
り
、
入
居
者
の
皆
さ
ん
が
気
持

ち
よ
く
暮
ら
せ
る
住
宅
で
あ
る
た

め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先  

市
建
築
住
宅
係 

☎
52
―
３
１
１
９

夕張市の再生方策に関する検討委員会
市民懇談会

「夕張市の再生方策に関する検討委員会」が次のとおり市民懇談会
を開催し、市民の皆さんから直接、市民生活の状況、子育て環境の
状況やまちづくりに対する考え方を伺います。
皆さんの参加をお待ちしています。事前の申し込みは必要ありません。
対　象　夕張市民
と　き　１月１７日（日）午後３時～５時
ところ　はまなす会館　研修室
問合せ先　事務局（市まちづくり企画室）　☎５２－３１４１

◆夕張市の再生方策に関する検討委員会◆
夕張市は、平成１９年３月に財政再建団体に移行し（平成２２年３月に
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく財政再生団体に
移行）、平成２８年３月には１０年目の節目の年を迎えます。
約１０年の困難なあゆみを経て、夕張市にどのような変化が生じて

きているのか、その成果と課題を客観的に検証するとともに、夕張市
の行財政・地域・自治の再生をより確かなものとしていくという観点
から、今後どのような方策を実施すべきかを検討することを目的に、
平成２７年１０月に設置されました。
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平
成
28
年
度

保
育
園
児
を
募
集
し
ま
す

入
園
資
格　

保
護
者
が
共
働
き
や

病
気
な
ど
の
た
め
、
家
庭
で
保
育

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
後

３
カ
月
か
ら
５
歳
ま
で
の
乳
幼
児
。

受
付
期
間　

１
月
25
日
〜
26
日 

午

前
８
時
〜
午
後
４
時

※
都
合
に
よ
り
期
間
内
に
受
け
付

け
が
で
き
な
い
方
は
、
各
保
育
園

ま
た
は
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

各
保
育
園
（
新
夕
張
・

清
陵
・
沼
ノ
沢
）

提
出
書
類　

申
請
書
、
勤
務
証
明
書

な
ど
保
育
の
必
要
性
の
事
由
を
証

す
る
書
類
な
ど
。（
保
護
者
や
同
居

の
親
族
な
ど
全
員
分
）

◆
申
請
書
、
勤
務
証
明
書
の
用
紙
は

各
保
育
園
ま
た
は
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
係
で
受
け
取
り
で
き
ま
す
。

◆
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
夕
張

市
に
住
民
登
録
が
な
い
方
は
、
前
住

所
地
発
行
の
平
成
27
年
度
住
民
税

課
税
証
明
書
、
配
偶
者
が
税
法
上

の
扶
養
に
入
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
配

偶
者
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

そ
の
他　

希
望
者
が
多
く
受
入
れ

で
き
な
い
保
育
園
が
あ
る
場
合
は
、

別
の
保
育
園
へ
の
入
所
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
保
育
料

は
市
民
税
額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

問
合
せ
先  

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
係 

☎
52
―
３
１
６
８

新
夕
張
保
育
園  
☎
52
―
２
０
８
８ 

清
陵
保
育
園　

  

☎
59
―
７
８
３
１ 

沼
ノ
沢
保
育
園  

☎
57
―
３
１
６
４ 

保
育
園
を
利
用
し
て
い
る
方
な

ど
の
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

平
成
27
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
で

は
、
支
給
認
定
（
２
・
３
号
）
を
受

け
て
保
育
園
に
入
園
中
の
方
や
支

給
認
定
だ
け
を
受
け
て
い
る
方
に
、

年
１
回
の
現
況
届
提
出
を
求
め
て

い
ま
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
保
育
を
必
要

と
す
る
事
由
や
状
況
に
引
き
続
き

該
当
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
の
た

め
に
必
要
と
な
り
ま
す
。
提
出
が

な
い
場
合
、
引
き
続
き
施
設
・
事

業
の
利
用
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
準

備
中
で
す
の
で
、
決
ま
り
次
第
、
対

象
と
な
る
方
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
係 
☎
52
―
３
１
６
８　

ユ
ー
パ
ロ
幼
稚
園
の
公
開

ユ
ー
パ
ロ
幼
稚
園
で
は
、
平
成
28

年
度
の
園
児
募
集
に
合
わ
せ
、
次

の
と
お
り
幼
稚
園
を
公
開
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
が
い
る

方
な
ど
は
、
こ
の
機
会
に
保
育
の

様
子
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

見
学
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前

に
幼
稚
園
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月
21
日
〜
28
日　

午

前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分
（
土
曜
・

日
曜
を
除
く
）

問
合
せ
先　

ユ
ー
パ
ロ
幼
稚
園

☎
59
―
５
５
７
５

平
成
28
年
住
宅
公
募
日
程

平
成
28
年
の
住
宅
一
般
公
募
の

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

公
募
の
申
込
期
間
は
次
の
と
お

り
で
す
。
申
し
込
み
か
ら
入
居
ま
で

の
詳
細
な
日
程
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

公
募
・
申
込
期
間

第
１
回  

３
月
１
日
〜
９
日

第
２
回  

６
月
１
日
〜
10
日

第
３
回  

８
月
１
日
〜
10
日

第
４
回  

10
月
３
日
〜
12
日

※
募
集
す
る
住
宅
は
募
集
月
ご
と

に
、
広
報
ゆ
う
ば
り
と
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
募

集
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
合
せ
先  

市
建
築
住
宅
係 

☎
52
―
３
１
１
９

介
護
予
防
！
ゆ
う
ば
り
脳
ト
レ

運
動
教
室
１
月
開
催
会
場

「
介
護
予
防
！
ゆ
う
ば
り
脳
ト
レ

運
動
教
室
」
の
１
月
開
催
会
場
は

次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
27
年
度
の
実
施
は
今
回
の

開
催
で
最
後
と
な
り
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
ゆ

う
ば
り
貯
筋
体
操
」
の
内
容
を
変

更
し
、
認
知
機
能
を
維
持
向
上
す

る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
た
に

加
え
実
施
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
開
催

初
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
沼
ノ
沢
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

１
月
18
日
、
25
日 

午
前
10
時
〜
11

時
30
分

◆
南
清
水
沢
生
活
館　

１
月
18
日
、

25
日 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
当
日
の
受
け
付
け
は
、
開
催
30

分
前
か
ら
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
保
健
係 

☎
52
―
３
１
０
６

緑
ヶ
丘
保
育
園
を
閉
園
し
ま
す

認
可
外
保
育
園
と
し
て
、
50
数

年
間
の
長
い
歴
史
を
持
ち
、
里
山

保
育
を
実
践
し
て
き
た
緑
ヶ
丘
保

育
園
で
す
が
、
園
児
の
減
少
、
財

政
難
な
ど
の
諸
事
情
に
よ
り
、
平

成
28
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
園

い
た
し
ま
す
。

長
い
間
、
ご
支
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
全
て
の
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

問
合
せ
先　

緑
ヶ
丘
保
育
園 

園
長 

菊
地
静
子 

☎
52
―
１
７
０
０

市長とのふれあいトーク
～ 市政懇談会 ～

今後５年間におけるまちづくりの計画と
なる「夕張市地方人口ビジョン及び地方版
総合戦略」の策定に向けて、市民の皆さん
のご意見を直接お聴きします。
事前の申し込みは不要です。
当日、会場までお越しください。
とき・ところ
　　　１月１８日（月）紅葉山会館
　　　１月１９日（火）はまなす会館
　　　１月２０日（水）市民研修センター
　　　いずれも午後６時からの開催です。

問合せ先　市まちづくり企画室 
　　　　　　　　☎５２－３１４１
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教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
絵
で
み
る
夕
張

〜
変
わ
る
風
景
、変
わ
ら
ぬ
風
景
〜

緑
の
作
家
、
小
林
政
雄
、
木
下

勘
二
、
畠
山
哲
雄
、
大
崎
盛
ら
の

作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

１
月
19
日
〜
２
月
８
日  

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
市
役
所
開
庁
時
間
）
観
覧
無
料
。

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
あ
ず
ま
し
い
」
市
役
所
２
階

◆
新
春
短
詩
文
芸
大
会

参
加
者
募
集

対　

象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と　

き  

１
月
22
日 

正
午
〜
午
後

３
時

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

参
加
方
法 

①
短
歌 

詠
草
２
首
（
１

月
18
日
ま
で
に
申
込
み
先
へ
提
出
） 

②
俳
句 

５
句
（
当
日
持
参
）

参
加
料  

１
、０
０
０
円

◆
『
寒
さ
に
負
け
な
い
よ
！
元
気

な
北
風
小
僧
』

保
育
協
会
３
園
の
園
児
に
よ
る

作
品
展
で
す
。
観
覧
無
料
。

と　

き　

１
月
20
日
ま
で 

午
前
８

時
45
分
〜
午
後
６
時

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

◆
第
50
回　

書
道
・
絵
画
新
春
合

同
展

と　

き　

１
月
25
日
〜
30
日 

午
前

９
時
〜
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

◆
着
物
の
ほ
ど
き
方
・
洗
い
方
講

習
会平

成
28
年
秋
に
開
催
す
る
「
き

も
の
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
」
に
向
け
、
リ
フ
ォ
ー
ム

に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
無
料
。

と　

き　

２
月
６
日 

午
後
１
時
〜

３
時

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

申
込
期
限　

１
月
25
日

主　

催　

き
も
の
リ
フ
ォ
ー
ム

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
実
行
委
員
会

申
込
・
問
合
せ
先  

市
教
育
係 

☎
52
―
３
１
６
６

所
得
税
（
確
定
申
告
）、
市
・

道
民
税
の
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

２
月
15
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で

受
付
し
ま
す
。

詳
細
な
日
程
や
、
申
告
に
必
要

な
持
ち
物
は
、
広
報
ゆ
う
ば
り
２

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
所
得

税
と
市
・
道
民
税
の
申
告
の
時
期

と
な
り
ま
し
た
。

税
の
申
告
は
、
自
分
の
申
告
に

よ
り
納
め
る
税
金
を
決
め
る
大
事

な
手
続
き
で
す
。

原
則
的
に
す
べ
て
の
方
が
申
告

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限

内
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。　

次
の
方
は
申
告
し
な
く
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

◆
税
務
署
な
ど
で
確
定
申
告
を
す

る
方
（
市
・
道
民
税
の
申
告
は
不
要
）

◆
１
カ
所
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

る
方
で
給
与
以
外
に
所
得
が
な
く

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
方

◆
公
的
年
金
受
給
者
（
障
害
・
遺
族

年
金
を
除
く
）
で
、
他
に
所
得
が
な

く
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
方

◆
前
年
中
に
所
得
が
な
く
家
族
の

扶
養
と
な
っ
て
い
る
方

◎
市
・
道
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

市
・
道
民
税
の
申
告
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
料
や
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
な
ど
の

軽
減
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。課

税
・
所
得
証
明
書
が
必
要
な

方
も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
年
金
所
得
者
の
皆
さ
ん
へ

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、

か
つ
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
確
定
申

告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

に
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

医
療
費
控
除
は
、
税
額
の
減
額

や
還
付
を
受
け
る
た
め
の
も
の
で
、

支
払
っ
た
医
療
費
が
戻
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

控
除
の
合
計
額
が
所
得
金
額
を

上
回
っ
て
い
る
場
合
は
、
還
付
さ
れ

る
所
得
税
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
・

道
民
税
額
が
減
額
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。　

対
象
者　

平
成
27
年
中
（
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
）
に
支
払
っ
た

医
療
費
な
ど
が
、
10
万
円
以
上
（
所

得
が
２
０
０
万
円
未
満
の
場
合
は

所
得
の
５
％
）
の
方
。

◎
税
務
署
で
の
申
告
が
必
要
な
方

◆
個
人
で
農
業
や
商
店
、
飲
食
店
、

生
命
保
険
外
交
員
な
ど
の
事
業
収

入
が
あ
る
方

◆
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
）
の
申
告
の
あ
る
方

◆
過
去
の
年
分
に
係
る
申
告
の
あ

る
方
な
ど

申
告
は
岩
見
沢
税
務
署
で
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　市賦

課
係 

☎
52
―
３
１
２
０

事業主の皆さん！１月は償却資産の申告月です！
事業（農業含む）を営む個人、法人の方が所有する償却資産
の申告を受け付けます。平成 28年１月１日現在所有する事業用
償却資産を申告してください。
資産の増減がなかった場合でも、申告は必要です。新規に事
業を開始した方や、申告書が届かない場合は連絡してください。
◆対象となる償却資産
【構築物】舗装路面、門、塀、ビニールハウスなど
【機械及び装置】加工機械、製造機械など
【車両及び運搬具】大型特殊自動車など
（自動車税や軽自動車税が課税されているものは除く）
【工具・器具及び備品】机、椅子、パソコン、自動販売機など
※一時的に使用していない資産や未稼働の資産も申告が必要です。
申告期限　平成２８年２月１日（月）
※期限が近づくと混雑しますので、早めの提出に協力願います。
※申告の手引きは、夕張市ホームページからダウンロードできます。

提出・問合せ先　市賦課係 ☎５２―３１２０
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そ
ら
ち
de
逢
い
ま
つ
り

自
分
の
魅
力
や
空
知
の
魅
力
を
楽

し
く
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
、
話
題
の
「
類
人
猿
診
断
」
や

空
知
の
特
産
品
、
占
い
コ
ー
ナ
ー
、

お
笑
い
芸
人
シ
ロ
ッ
プ
も
登
場
！

素
敵
な
出
逢
い
が
あ
る
か
も
…
。

内　

容　

第
１
部　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー  

第
２
部　

空
知

の
魅
力
再
発
見
ま
つ
り  

第
３
部　

出
逢
い
パ
ー
テ
ィ
ー

と　

き　

２
月
６
日 

午
後
２
時
〜

８
時
30
分

と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
岩

見
沢
市
４
条
東
１
丁
目
）

主　

催　

空
知
管
内
結
婚
支
援
協

議
会
（
第
１・２
部
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

赤
い
糸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
第
３
部
）

対　

象　

20
代
〜
40
代
の
独
身
男

女
（
男
性 

空
知
管
内
在
住
、
女
性 

居
住
地
問
わ
ず
）

定　

員　

男
女
各
50
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

１
月
25
日

参
加
費　

男
女
と
も
４
千
円

当
日
持
参　

運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書

申
込
・
問
合
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
赤

い
糸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
佐
藤
）

☎
０
１
２
６
―
51
―
４
４
８
８

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　

国
民
年
金
の
ご
案
内

国
内
居
住
の
20
歳
か
ら
59
歳
の

全
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

年
金
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
保
険
料

で
受
給
者
の
年
金
を
負
担
す
る
と

い
う
「
世
代
と
世
代
の
支
え
あ
い
」

の
制
度
で
す
。

国
民
年
金
に
は
３
つ
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

① 

老
後
の
た
め
の
「
老
齢
基
礎
年

金
」

② 

病
気
や
け
が
で
障
が
い
の
状
態

に
な
っ
た
と
き
の
た
め
の
「
障
害

基
礎
年
金
」

③ 

加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
子

ど
も
を
支
え
る
た
め
の
「
遺
族
基

礎
年
金
」

保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
方

は
、
学
生
納
付
特
例
な
ど
の
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
国
民
年
金
の
加
入
方
法
は
、
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先  

岩
見
沢
年
金
事
務
所 

☎
０
１
２
６
―
22
―
５
８
０
４

個
人
住
民
税
特
別
徴
収
の
拡
大

所
得
税
を
源
泉
徴
収
す
る
義
務
の

あ
る
事
業
所
は
、
個
人
住
民
税
も
同

様
に
特
別
徴
収
す
る
こ
と
が
法
令

に
よ
り
義
務
付
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
空
知
総
合
振
興
局
、
空

知
管
内
各
市
町
と
連
携
し
て
、
従

業
員
の
利
便
性
向
上
と
税
負
担
の

公
平
性
を
図
る
た
め
、
特
別
徴
収

未
実
施
の
事
業
所
に
対
し
て
、
特

別
徴
収
へ
の
切
り
替
え
要
請
や
特

別
徴
収
の
指
定
に
か
か
る
各
種
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
未
実
施
の
事
業
所
の

方
は
特
別
徴
収
へ
切
り
替
え
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　市賦

課
係 

☎
52
―
３
１
２
０

Ｊ
Ｓ
Ｂ
Ａ
公
認 

マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ 

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
体
験
レ
ッ
ス
ン

と　

き　

１
月
12
日
（
ス
キ
ー
の

日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

（
休
憩 

正
午
〜
午
後
１
時
30
分
）

と
こ
ろ　

マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス

キ
ー
場

対　

象　

小
学
生
か
ら
中
学
生
の

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
未
経
験
者
な
ど

定　

員　

20
人

申
込
締
切　

１
月
10
日
（
先
着
順
、

空
き
が
あ
れ
ば
当
日
で
も
可
能
）

受
付
場
所　

マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ

ス
キ
ー
場 

ゴ
ン
ド
ラ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン 

ス
ク
ー
ル
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー

そ
の
他　

レ
ッ
ス
ン
料
金
な
ど
は

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

セ
ッ
ト
の
レ
ン
タ
ル
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ 

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ス
ク
ー
ル 

☎
52
―
５
０
０
０　

高齢者肺炎球菌ワクチン接種のお知らせ
広報ゆうばり４月号でお知らせしていますが、市の高齢者肺炎球
菌ワクチン定期接種で、平成２７年度に対象となる方の接種期限は
平成２８年３月３１日です。
対象となる方の定期接種の機会は、現時点では平成２７年度のみ
で、平成２８年度以降は対象となりません。
対象者（平成２７年度）　
過去に１度も高齢者肺炎球菌（２３価肺炎球菌）ワクチン接種を受
けたことがなく、次の（１）または（２）に該当する市民の方
（１）次の表の年齢に該当する方
 対象者 　　　　　　　　生年月日
 ６５歳となる方 昭和２５年４月２日生～昭和２６年４月１日生
 ７０歳となる方 昭和２０年４月２日生～昭和２１年４月１日生
 ７５歳となる方 昭和１５年４月２日生～昭和１６年４月１日生
 ８０歳となる方 昭和１０年４月２日生～昭和１１年４月１日生
 ８５歳となる方 昭和　５年４月２日生～昭和　６年４月１日生
 ９０歳となる方 大正１４年４月２日生～大正１５年４月１日生
 ９５歳となる方 大正　９年４月２日生～大正１０年４月１日生
 １００歳となる方 大正　４年４月２日生～大正　５年４月１日生
（２）接種日において６０歳以上６５歳未満の方で心臓、じん臓
または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限され
る程度の障がいを有する方、ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機
能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいを有する方。（身体
障害者手帳１級程度）
実施医療機関　市内医療機関
接 種 費 用　実施医療機関に確認してください。
助 成 額　接種費用の半額。上限は３,０００円。
　　　　　　　（生活保護受給者の方は、接種費用を全額助成）
問 合 せ 先　市保健係　☎５２－３１０６（直通）
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警
察
署
の
機
能
強
化
に
向
け
た

再
編
整
備
計
画
（
案
）
に
つ
い

て
の
市
民
説
明
会

平
成
29
年
４
月
を
目
途
に
予
定

さ
れ
て
い
る
夕
張
警
察
署
と
栗
山

警
察
署
と
の
統
合
に
つ
い
て
の
市

民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
参
加
自
由
、
参
加
費
無
料
。

と　

き　

１
月
21
日 

午
後
６
時
〜

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

主　

催　

北
海
道
警
察

問
合
せ
先　

夕
張
警
察
署 

☎
52
―
０
１
１
０

赤
十
字
雪
上
安
全
法
救
助
員
Ⅱ

養
成
講
習

内　

容　

ス
キ
ー
場
な
ど
で
急
病

人
や
け
が
人
を
正
し
く
救
助
す
る

た
め
に
必
要
な
、
応
急
手
当
の
知

識
や
技
術
を
学
ぶ
講
習
会
。

と　

き　

２
月
20
日
、
28
日 

午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分
、
３
月
５

日 

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス

キ
ー
場

対
象
者　

赤
十
字
雪
上
安
全
法
救

助
員
Ⅰ
養
成
講
習
の
資
格
を
有
す

る
方
（
認
定
証
発
効
日
か
ら
３
年

以
内
）

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

３
０
０
円
（
教
材
費
）
リ

フ
ト
代
別
途

申
込
期
限　

１
月
22
日

申
込
・
問
合
せ
先

日
赤
夕
張
市
地
区
（
市
生
活
福
祉
係
） 

☎
52
―
１
０
５
９

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
申
告
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
自
宅
で
簡
単
作
成

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額

な
ど
を
入
力
す
れ
ば
、
税
額
が
自

動
計
算
さ
れ
、
自
宅
に
居
な
が
ら

簡
単
に
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き

ま
す
。

作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
印
刷

し
て
郵
送
な
ど
に
よ
り
提
出
が
で

き
る
の
で
大
変
便
利
で
す
。

◆
復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
を
忘

れ
ず
に

東
日
本
大
震
災
復
興
の
財
源
確

保
の
た
め
、
平
成
49
年
分
ま
で
の

復
興
特
別
所
得
税
と
併
せ
て
納
付

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
を
す
る
す
べ
て
の
方

は
復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏
れ

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

岩
見
沢
税
務
署

☎
０
１
２
６
―
22
―
０
８
１
０

　
（
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

市
税
・
保
険
料
の
滞
納
処
分
と

し
て
差
押
え
た
動
産
を
、
ヤ
フ
ー

株
式
会
社
が
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
「
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
を
利
用
し
、
次

の
と
お
り
売
却
し
ま
す
。

公
売
は
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
受
付
期
間　

１
月
７
日 

午
後
１
時
〜
１
月
22
日 

午
後
11
時

入
札
期
間　

１
月
29
日 

午
後
１
時

〜
１
月
31
日 

午
後
11
時

買
受
代
金
納
付
期
限　

２
月
８
日 

午
後
２
時
30
分

問
合
せ
先　市収

納
係 

☎
52
―
３
１
２
９

後期高齢者医療制度のお知らせ

高額介護合算療養費について
医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する
制度です。
同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制
度と介護保険の自己負担額の合計が限度額を超えたときは、超
えた額が後期高齢者医療制度と介護保険から支給されます。
手続きには市の窓口への申請が必要です。

※後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額のいずれかが０円の
場合は対象となりません。
※支給額が 500 円未満の場合は支給されません。
自己負担限度額表（１年分の自己負担額の計算期間：８月１日～翌年７月３１日）

※１ 世帯全員が住民税非課税の方
※２ 世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が 0円（公
的年金収入のみの場合、その受給額が 80 万円以下）か、老齢
福祉年金を受給している方
医療費通知の送付を希望する方へ
北海道後期高齢者医療広域連合では、発行を希望する方を対
象に、医療費を半年ごとにまとめた医療費通知を送付していま
す。次回の発行は、3月末（平成 27年 7月～ 12月診療分）に
行います。新たに発行を希望する方は連絡してください。電話
で手続きできます。
すでに「送付希望」の連絡をいただいている方は、継続して
発行しますので、再度の連絡は必要ありません。
医療費通知を受け取ったことにより、申請などの手続きをす
る必要はありません。
※医療費通知を確定申告などの医療費控除の領収書の代わりと
することはできません。
問合せ先　北海道後期高齢者医療広域連合
　　　　　☎０１１－２９０－５６０１
　　　　　市市民課健康保険係（②番窓口）
　　　　　☎５２－３１０５

67万円
56万円
31万円
19万円

区分Ⅱ（※1）
区分Ⅰ（※2）

3割

1割

現役並み所得者
一　　　　　般

住民税
非課税世帯

自己負担額の
合計の基準額区　　　分負担割合
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受
付
時
間　

午
後
５
時
30
分
〜
翌

朝
午
前
８
時
30
分

問
合
せ
先市市

民
係 

☎
52
―
３
１
０
４

●
市
営
浴
場
の
営
業

宮
前
町
・
真
谷
地
・
清
陵
浴
場
は

次
の
と
お
り
の
営
業
と
な
り
ま
す
。

12
月
31
日
・
１
月
３
日  

午
後
２
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
営
業
し
ま
す
。

※
真
谷
地
浴
場
は
12
月
30
日
休
業
。

１
月
１
日
・
２
日  

休
業
し
ま
す
。

１
月
４
日
か
ら
各
浴
場
と
も
平
常

ど
お
り
営
業
し
ま
す
。

問
合
せ
先

市
環
境
生
活
係 
☎
52
―
３
１
０
８

平成２７年 12月１日現在
人　口 9,085 人 （－ 51 人）
　男　 4,253 人 （－ 13 人）
　女　 4,832 人 （－ 38 人）

世帯数 5,192 世帯 （－ 32世帯）
 （　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、
広
報
ゆ
う
ば
り
２
月
号
は

2
月
１
日
に
配
布
し
ま
す
。

このコーナーに掲載する乳幼児（小学校入学前まで）
の写真をお待ちしています。

送り先　市総務係　（☎５２－３１７０）

清水沢宮前町

小
野　

結ゆ
う
き暉　

ち
ゃ
ん

平
成
25
年
７
月
16
日
生
ま
れ

こどものへや

発行　夕張市（毎月 1日発行）北海道夕張市本町 4丁目 2番地　☎ 0123-52-3170
編集　総務係　　　　　　　　夕張市ホームページ　http://www.city.yubari.lg.jp

年
末
年
始
の
窓
口

市
役
所
は
12
月
31
日
か
ら
１
月

５
日
ま
で
閉
庁
と
な
り
ま
す
。

●
戸
籍
の
届
出

受
付
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
日
中
の
受
付
】

受
付
場
所　

本
庁
舎
の
日
直

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
30
分　

☎
52
―
３
１
３
１

【
夜
間
の
受
付
】

※
死
亡
届
出
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

受
付
場
所　

消
防
本
部
（
清
水
沢
宮

前
町
）
☎
53
―
４
１
２
２

●
ご
み
の
収
集

問
合
せ
先

市
環
境
生
活
係 

☎
52
―
３
１
０
８

●
水
道
故
障
の
受
付

12
月
29
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で

の
水
道
の
故
障
、
不
具
合
に
つ
い

て
の
対
応
は
次
の
と
お
り
で
す
。

営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
こ
の
期
間
の
作
業
料
金
は
割
増

と
な
り
ま
す
。

市
営
・
道
営
住
宅
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
、
市
建
築
住
宅
係
で

対
応
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
上
下
水
道
課 

☎
52
―
３
１
５
２

市
建
築
住
宅
係 

☎
52
―
３
１
１
９

く
ら
し
と
お
金
の
Ｆ
Ｐ
無
料

相
談
会

市
で
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ

ラ
ン
ナ
ー
（
Ｆ
Ｐ
）
資
格
を
持
つ

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
、

毎
月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
家
計
管
理
や
生
活
設
計
、

相
続
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
く
ら

し
と
お
金
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い

て
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
な

ど
に
は
、
訪
問
に
よ
る
相
談
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

事
前
予
約
の
方
が
優
先
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

◆
相
談
日
（
当
面
の
日
程
）
１
月
13

日
、
２
月
10
日
、
３
月
９
日

と　

き　

午
後
１
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

問
合
せ
先　市収

納
係 

☎
52
―
３
１
２
９

父・宏貴さん　母・沙弥子さん

12 月 30 日 水曜日の地区

休みます 休みます

休みます

休みます

休みます

月曜日の地区

火曜日の地区 第 1火曜日の地区

12 月 31 日
～ 1 月 3 日

午前８時 30 分
～午後４時 30 分

午前８時 30 分
～午後４時 30 分

1 月 4 日

一般ごみ 資源ごみ 埋立処分地

1 月 5 日

12 月 31 日

休みます －12 月 29 日・30 日
1 月 1 日・3 日・4 日

1 月 2 日

月　　日 会社名 電話番号

1 月 5 日

日管建設

石川衛生工業

泉工務店

５２－２５５１

０１２６－５６－２７８１

５２－２４３０


